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近年の環境保護の観点から、産業廃棄物の発生抑制
や再利用について社会的要請が高まりつつあり、当社
も積極的に取り組んでいる。現在、地中送電用管路に
は耐衝撃性硬化塩化ビニル管（以下EIP管）が使用され
ており、塩化ビニル廃材のEIP管への適用の可能性が
ある。そこで、EIP管と同程度の機械性能を有するこ
とを目標に、塩化ビニル廃材を用いた電力用保護管に
ついて試作を行い、当社規格（中部用品規格：CMS-
5703『地中送電用耐衝撃性硬化塩化ビニル管』）に基
づく各種機械強度を評価して当該管の地中送電用管路
への適用可否について検討を行った。

＜2.1＞基本仕様
管の構造は、機械強度の確保、着色の容易性、内面

の平滑特性から3層構造（中層：リサイクル廃材、内外
層：EIP材）とすることとし、サイズは、汎用的なサイ
ズである管内径150mm、管厚10mmとした。試作品外
観を第1図に示す。

塩化ビニル廃材は、回収対象品や回収品の外観など
によって区分されリサイクル材として使用されること
から、今回の試作では供給の安定性を考慮して水道や
建物用配管に使用された一般パイプ廃材（以下I材）と、
機械強度の得易さから耐衝撃管廃材（以下HI材）を使用
することとした。塩化ビニルリサイクル材料区分を第
1表に示す。なお、I材についてはIA～ICまでの3段階の
区分があるが、I材の適合性確認からIA材と、供給の安
定面からIC材を供試した。
リサイクル材料を製造に使用するには材料自体を粉
砕してゴミなどの異物を微細化し、熱を加えて溶融後
押し出しを行う。したがって粉砕の度合いが材料内に
残置する異物の大きさを決定し、ひいては管の機械強
度に影響を与える。そこで、今回の試作では粉砕の度
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合いを2段階（粗粉砕：粉砕粒径約10mm、微粉砕：粉
砕粒径約0.5mm）として評価を行った。粉砕概要を第2
図に示す。また、3層管各層の肉厚は樹脂の押し出し
特性から目標値を定めた。
＜2.2＞管性能の評価
試作管の機械性能を評価するため、環片圧壊試験、

管体曲げ試験、耐衝撃性試験について実施した。試験
結果を第2表に、各試験概要を第3図～第5図に示す。
（1）環片圧壊試験、管体曲げ試験
環片圧壊試験および管体曲げ試験は、常温（23℃）と
高温（60℃）にて実施した。その結果、いずれの試料に
おいても規格値を満足した。
（2）耐衝撃性試験
耐衝撃性試験は、低温（0℃）、常温（23℃）および高
温（60℃）において管に局部的に衝撃が加わった時に
管が割れないことを確認するものである。試験の結果、
試料③、⑤および⑥での低温時において一部に割れを
発生するものがみられた。これは、リサイクル材の粉
砕度合いによる何らかの影響があったと考えられる。
＜2.3＞総合評価
残材や端材などの汚れのほとんど無いIA材（試料①、
②）については、粉砕度合いや肉厚の違いによる機械
強度への影響はみられなかった。これに対し、IC材（試
料③、④）やHI材（試料⑥、⑦）では、粉砕度合いの影

響がみられ、試料④と⑤の比較から中層（リサイクル
材使用）の厚さをある一定以上にすると、微粉砕によ
る異物微細化の効果が得られなくなることがわかった。
これらの結果より、ケーブル保護管の機能として必

要な機械強度を満足し、供給安定性や粉砕手間などを
総合的に判断すると試料④の構造が最も好ましいと考
えられる（第3表参照）。

環境保護の観点から、地中送電用管路として塩化ビ
ニル廃材を中層に適用した3層構造塩化ビニル管につ
いて試作を行い、各種機械強度を評価したところ実用
化の目途を得た。これら技術は、塩化ビニル廃材の有
効活用に寄与することが期待できる。
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